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文字でのやりとりは、ふだんの会話とどうちがう？

インターネットを使って、日ごろから友だちと文字でのやりとりをしている人も多いのではないで

しょうか。文字でのやりとりには、ふだんの会話とちがう特ちょうがあり、上手に使えるようになる

ためにはその二つのちがいを理かいしておく必要があります。

児童のみなさんへ

文字でのやりとりと、ふだんの会話のちがいを頭に入れ、文字でやりとりするときは相

手がごかいしそうなところがないか、必ずかくにんしてからメッセージを送るようにしま

しょう。

文字でのやりとりは、情報(じょうほう)を伝えるのに便利！

文字だけで気持ちを伝えるのはむずかしい

文字でのやりとりのいいところは、情報を正かくに伝えられることです。顔を合わせての会話では

聞きまちがいなどで情報がちゃんと伝わらないことがありますが、文字でのやりとりではそうした心

配はありませんし、もし忘れてしまっても後からかくにんすることもできます。

聞きまちがいが起きやすい、このような会話も…… 文字にすると正かくに伝わります

明日待ち合わせ
7時(しちじ)ね！

OK！

1時(いちじ)
かあ。ゆっ
くりねよう

明日待ち合わせ
7時ね！

OK！

私たちはふだんだれかと顔を合わせて会話するとき、言葉の中身だけで相手の気持ちをはんだんし

ているわけではありません。相手の顔の表じょうや声の調子、身ぶり手ぶりなどもまじえて、相手が

何を伝えたいかをはんだんしています。そのため、そのような情報のない文字でのやりとりでは、気

持ちを伝えるのがむずかしく、ごかいがうまれやすいのです。

土曜日、ぼくも○○
会に参加することに
なったよ！

なんで来るの？

なんでそんなこと
言うの？

もう行かない！ なんかおこらせるような
こと言ったかな……？

※左のやりとりでは、女の子は

「なんで(どういう交通しゅだ

んで)来るの？」と聞いたつも

りだったのですが、男の子は

「なんで君が来るの？ (来な

いでほしい)」と言われたとか

んちがいしてしまいました。


